
点字ブロックのその先の通行をサポート！大阪の老舗ゴムメーカーが 
【建築・空間のインクルーシブデザイン】を加速させる

報道関係者各位
PRESS RELEASE 2024年3月吉日 

錦城護謨株式会社

創業88年を迎える大阪の老舗ゴムメーカー 錦城護謨(きんじょうごむ)株式会社（本社：日本 大阪府八尾市、代表
取締役社長：太田泰造、以下「錦城護謨」）は、視覚障害当事者のアイディアを元に開発された視覚障害者歩行誘
導マット『歩導くん ガイドウェイ』にて、ソーシャルプロダクツアワード2024（主催：一般社団法人 ソーシャル
プロダクツ普及推進協会）「優秀賞」を受賞した。 
ホームページ https://www.apsp.or.jp/socialproductsaward/

きんじょうごむ

屋内専用のゴム製視覚障害者用歩行誘導マット「歩導くんガイドウェイ」が 
ソーシャルプロダクツアワード2024「優秀賞」受賞

屋内での不自由を実感し、全盲の考案者が生んだ歩行支援マット

画像説明：左から「歩導くんガイドウェイ」の上をベビーカー、車いす、白杖利用者、
台車が通っている様子とこれまでに受賞したアワードロゴと歩導くんガイドウェイロゴ

画像説明：誘導路が「受付まで」に留まる
ケースが多いことを表したイラスト

既存の建物に柔軟に対応でき、すべての人が自由に移動できるユニバーサルデザインの誘導路

2015年の発売以来、公共施設、病院、オフィスビルなど国内でシリーズ累計
1200か所以上（※）に導入されている『歩導くんガイドウェイ』は、ゴム製
の視覚障害者歩行誘導マット（屋内専用）で、白杖で叩いたときの床の音や
当たり心地、足裏から伝わる感触の違いによって、視覚障害者を目的地まで
安全に誘導できる製品である。 

また、表面に凹凸がなく、なだらかな傾斜であることから、視覚障害者だけ
でなく、車いす利用者・肢体不自由者・高齢者やベビーカーをお使いの方まで、
すべての人が自由に移動できるユニバーサルデザインの誘導路である。設置方
法は両面テープで貼る仕様のため、既存の建物に柔軟に対応できる点も当該製
品の強みである。 
※導入実績（ https://guideway.jp/settijisseki/ ）同社調べ 

ゴム製視覚障害者用歩行誘導マットが誕生した背景には、60歳のとき後天
的な理由で全盲になった開発者が、病院をはじめとしたあらゆる屋内移動
において、誘導路がないことで自分ひとりで行きたいところにいけず、不自
由さを感じたことにあった。 
錦城護謨は当初、主軸事業であるゴム部品製造や土木事業に関連した全国
の営業所を活用した販売支援から加わり、のちに幅・素材・色の３点に改
良を加えた自社製造の視覚障害者用歩行誘導マット『歩導くんガイドウェ
イ』を開発・販売する運びとなった。 

画像説明：両面テープで貼る仕様の「歩導
くんガイドウェイ」を設置している様子

https://www.apsp.or.jp/socialproductsaward/
https://guideway.jp/settijisseki/


企業名 ：錦城護謨（きんじょうごむ）株式会社 
代表者 ：代表取締役社長 太田泰造　創業 ：昭和11年5月 
事業内容：工業用ゴム部品の生産･販売、軟弱地盤改良工事（設計･施工･管理）、視覚障害者歩行誘導マットの
製造販売・施工、自社ブランド「KINJO JAPAN」での新製品開発事業など　https://www.kinjogomu.jp

会社概要

錦城護謨株式会社（きんじょうごむかぶしきがいしゃ） 
ソーシャルイノベーション事業本部バリアフリー推進課　小山 
TEL：072-992-2328　MAIL： info_bf@kinjogomu.jp　コーポレイトサイト：https://www.kinjogomu.jp 
歩導くん ガイドウェイ Webサイト：https://guideway.jp

本件に関する報道関係者様のお問い合わせ先

生活者が「持続可能な社会」づくりに参加できるソーシャルプロダクツとして利用拡大を目指す
同製品の今後の課題として、室内環境での視覚障害者支援の必要性の認知および導入拡大が挙げられるが、当事者
だけでなく、車いす利用者・肢体不自由者・高齢者やベビーカーをお使いの方まで、すべての人が自由に移動でき
るユニバーサルデザインの誘導路であることからも、多様な施設への早期導入が期待できる。 
今後は、豊富なカラー展開や受注生産にて特注色の製作が可能なことから、既存の建物への導入はもちろんのこ
と、建築空間の設計段階から【インクルーシブデザインへの取り組み】を加速させる手段として注目したい。 

ソーシャルプロダクツ・アワード(SPA)について

今年で11回目を迎える一般社団法人 ソーシャルプロダクツ普及推進協会主催のソー
シャルプロダクツ・アワード(SPA)は、持続可能な社会の実現につながる優れた「ソー
シャルプロダクツ」に光をあて、社会性と商品性の両面を評価する日本ではじめての表
彰制度である。本アワードは審査員による「社会性・商品性・ストーリー」を合わせた
総合評価だけでなく、一般の生活者も審査員となり、生活者の視点から上記３項目を評
価する点も特徴である。 
ホームページ https://www.apsp.or.jp/socialproducts/

審査員コメント
今誰ひとり取り残さない包括的な社会をめざすにあたり、視覚障がい者のスムーズな通行を支える、ユニバーサル
デザインとして革新的かつ良質な歩行誘導マット。点字ブロックのその先の通行における困難や、ピクトグラムや
色調、質感など、多彩な切り口から視覚障がい者の課題を丁寧に解決している。色の展開も様々で、イベントや仮
設・エリア限定といった用途に応え、点字ブロックとは異なるニーズを満たしている。導入を考える人々への情報
提供を行っており、サポート体制が充実している点も魅力である。室内環境での視覚障がい者支援の必要性の認知
には課題があるので、本商品をきっかけとして、多くの人々に伝わることを期待する。

画像説明：左から流通経済大学、セシオン杉並、ブラインドテニス大会での設置実例

視覚障害者歩行誘導マット『歩導くん ガイドウェイ』について

視覚障害者歩行誘導マット『歩導くん ガイドウェイ』 は、iF 
DESIGN AWARD 2016、German Design Awards 2018、
IDEA 2019といった数多くの賞を受賞しています。

リリース全文および『歩導くんガイドウェイ』詳細は 
下記URLまたQRコードより最新記事をご覧ください

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/
company_id/18023

https://www.kinjogomu.jp/
https://www.apsp.or.jp/socialproducts/
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https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/18023

